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鎌倉でより楽しく安心して生活するために、市民の防災意識を高め、今後、震災が起こっても犠牲者を最小限に抑えられるよう啓蒙活動を行なっている。
3年目3回目の開催となる今回の「津波が来たら高いところへ逃げるプロジェクト」では、ワークショップや映画など、楽しみながら防災について考え、学べ
る企画を実施。当日は多くの市民が参加した。

主催団体：津波が来たら高いところへ逃げるプロジェクト実行委員会
（担当 小林 様）

●上映会を開催するに至った経緯を
教えて下さい。

鎌倉市民の防災意識を高めるため
に、 「津波が来たら高いところへ逃

げるプロジェクト」というイベントを
2013年より防災の日（9月1日）に合

わせて毎年行っており、その中のイ
ベントとして今回「ガレキとラジオ」を
上映することになりました。

●実行委員会は、どのようなメン
バーでしょうか？

鎌倉市民によるボランティアです。

●後援、協賛、協力などを得られた
団体や個人はありましたでしょう
か？

豊島屋・カヤック・パタゴニア・鎌倉
シャツなど、直接お願いしたこともあ
り、かなり集まりました。

市民の防災意識を高めるために、今後も毎年防災イベントを開催していきます

上映日：2015/9/5（土）
場 所：鎌倉市商工会議所地下ホール

（神奈川県鎌倉市）

会場の様子

～ 「 」上映会 開催事例 ～ File-SP1501

●開催に必要な資金は、どのように
捻出しましたか？

クラウドファンディングiikuniで捻出し
ました。

●地域にどのようにして告知して、参
加を促しましたか？

チラシ・facebookがメインです。チラシ
はほぼ効果がなかったです。

直接勧誘した方が、内容や思いが伝
わりやすく、効果が高いと感じました。

●鑑賞後の感想や反応など、周りに
何か変化はありましたでしょうか？

防災の日を考えるキッカケになったの
ではないかと思います。

監督、出演者、プロデューサーを招い
てのトークショーを開催したので、楽し
みにしてくださっていた方々の反響が
よかったです。

●今後、どのような活動を？

「津波が来たら高いところへ逃げるプ
ロジェクト」を毎年開催していきます。

●上映会を開催して、いかがでした
か？

集客では苦労しましたが、スタッフの
意識が高まるいいきっかけとなり、充
足感の得られる上映会開催となりま
した。

実行委員会のみなさま

上映後のトークセッション

チラシやチケットなども制作


